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成
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自治基本条例講演会 

　「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー
ド
」

は
、
知
的
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
、
話

し
言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
苦
手
な
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
助
け
る
た
め
の
も
の
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
わ
か

り
や
す
い
絵
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
知

的
障
が
い
の
あ
る
児
童
が
外
出
時
に
携

帯
し
た
り
、
市
内
の
公
共
施
設
な
ど
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
ご

覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？ 

　
こ
れ
は
、
全
国
知
的
障
害
養
護
学
校

長
会
お
よ
び
財
団
法
人
明
治
安
田
こ
こ

ろ
の
健
康
財
団
の
主
催
で
考
案
さ
れ
た

も
の
で
す
が
、「
知
的
障
が
い
の
あ
る
児

童
が
地
域
に
理
解
さ
れ
、
社
会
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
安
心
し
て
日
常
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
き
っ
か
け
に
し
た
い
」

と
県
立
三
郷
養
護
学
校
が
八
潮
イ
ブ
ニ

ン
グ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
協
賛
の
も
と

発
行
し
、
市
内
で
も
昨
年
か
ら
公
共
施

設
な
ど
に
設
置
し
て
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
も
公
共
施
設
に
行
っ
た
と
き
に
、

ぜ
ひ
こ
の
ボ
ー
ド
を
手
に
と
っ
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
近
く
に
何
か
困
っ

て
い
る
様
子
の
人
が
い
た
ら
、
ボ
ー
ド

を
活
用
し
て
声
を
か
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。 

　
《
基
本
的
な
使
い
方
》 

・
言
葉
で
う
ま
く
伝
え
合
え
な
い
と
き
、

そ
の
や
り
と
り
の
最
中
に
ボ
ー
ド
を

差
し
出
し
、
そ
の
人
に
指
さ
し
し
て

も
ら
い
ま
す
。 

・
指
さ
し
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
に
は
、

こ
ち
ら
が
指
さ
し
し
て
聞
い
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。 

・
多
く
の
言
葉
を
使
う
こ
と
は
や
め
、

ゆ
っ
く
り
ボ
ー
ド
を
見
せ
て
待
っ
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
財
団
法
人
明
治
安
田
こ
こ
ろ

の
健
康
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http: //

www.m
y-kokoro.jp/com

m
unication/

index.shtm
l

）
か
ら
ボ
ー
ド
お
よ
び
そ

の
使
用
方
法
に
つ
い
て
解
説
し
た
「
ク

イ
ッ
ク
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
な
お
、
１２
月
８
日
か
ら
１２
日
ま
で
、

市
役
所
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
、
知
的
障
が

い
の
あ
る
児
童
の
理
解
に
関
す
る
パ
ネ

ル
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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障
害
福
祉
課
�
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４
２
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„
ご
存
じ
で
す
か
？ 
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光る汗！地域の和　市民体育祭 

みんなで力を合わせてゴールを目指せ！ 

　満開のコスモスで彩られた中川やしおフラワーパークで、「第
１１回ボートフェスタ」（八潮市体育協会主催）が１０月１９日開
催されました。 
　秋晴れの中、約４，５００人の来場者は「高校レガッタ」「Ｅボ
ート」の大会やクルーザー乗車体験、カヌー試乗体験、フリ
ーマーケット、各種催しを楽しんでいました。 
　実行委員長の川澄吉夫さんは、「過去１０回のボートフェスタ
を踏襲する形で１１回目を迎えることが出来た。また来年に向け、
市民の皆さんに川に親しんでいただけるボートフェスタにし
ていきたい」と来年に向けての豊富を話されていました。 
　各大会の優勝チームは次のとおりです。 
高校レガッタ　男子の部・八潮高校　女子の部・南稜高校 
Ｅボート　チームらっぱー 

　１０月１２日、穏やかな秋晴れの下、「伸びゆく八潮　心豊か
に　たくましく」を大会スローガンに、八潮高校で第３５回市
民体育祭が開催されました。 
　２４町会・自治会の皆さんが、綱引き、大玉ころがし、小学
生リレーや町会・自治会対抗リレーなど１３競技種目に参加して、
さわやかな汗を流し、スポーツの秋を満喫していました。 
　対抗競技による総合成績上位の結果は次のとおりです。 
１位＝上二丁目町会　　２位＝大原町会　　３位＝垳町会 

　１０月５日、リサイクルプラザで「第１９回八潮リサイクルフ
ェア」が開催されました。リサイクルに関する標語・ポスタ
ーの入選者の表彰、再生品（自転車、家具など）の入札販売、
ガレージセールなどが行われ、約１，５００人の来場者でにぎわい
ました。実行委員長の豊田晃さんは、「各団体等の日ごろの努
力と協力により盛大にリサイクルフェアを開催することがで
きた。市民と行政が一体となってゴミの減量化やリサイクル
を進めてもらいたい」と話されていました。 

光る汗！地域の和　市民体育祭 みんなで進めよう！リサイクル みんなで進めよう！リサイクル 

みんなで力を合わせてゴールを目指せ！ １３万人のにぎわい！やしお市民まつり 

　第１７回やしお市民まつりが、１０月２６日、市役所周辺とけや
き通りで開催されました。 
　当日は、朝方降っていた雨も開会式が行われる頃には上がり、
キャラクターショーや物産展示即売会、模擬店、おばけ屋敷、
子ども向けのゲームなどが市役所周辺で、小学生の鼓笛隊や
大人みこし、流し踊りや阿波踊りなどのパレードがけやき通
りで行われ、約１３万人の人手で、大変なにぎわいとなりました。 
　また、前日の２５日には、市民まつりのイベントとして小学
生による「わんぱく相撲」が文化スポーツセンター相撲場で
行われたほか、前夜祭として八潮市観光協会主催による若手
アーティストによる音楽イベント「スターライトライブ」が
八潮駅構内で行われました。 

１３万人のにぎわい！やしお市民まつり 
項　　　目 

大綱１　事務事業の
整理合理化について 

大綱２　市民ニーズ・
行政ニーズに対応し
た組織体制について 

大綱３　定員管理及
び給与の適正化等に
ついて 

大綱４　人材の育成
・確保について 

大綱５　公正で透明
性の高い行政運営の
推進について 

大綱６　ＩＴを活用し
た業務改革・窓口サ
ービス等の向上につ
いて 

大綱７　自主性・自
立性の高い財政運営
の確保について 

大綱８　市民との協
働による市政の推進
について 

大綱９　公営企業等
の経営健全化につい
て 

大綱１０　新たに検討
を進める課題について 

・民間委託に向けた各種調査研究の
取り組みを実施 

・議長車運転業務において再任用職員の活用 

・八潮市人材育成基本方針に基づく
各種研修の実施 

・各種研修を通した職員の資質向上 

・再任用職員を適材適所に配置 ・再任用職員の職務経験を生かした効率的・
効果的な人材活用 

・市税、国民健康保険税、使用料、手数料、未利用
財産の売却、有料広告の掲載等による歳入の確保 

・ＩＴを活用した各種業務改革の取
り組みを実施 

・市税、国民健康保険税、使用料、手数料、未利
用財産の売却等による歳入確保の取り組みを実施 

・給与削減に伴う人件費や各種経費の精査・
見直しによる歳出の抑制 

・給与削減に伴う人件費の抑制や各種経費の
精査・見直しによる歳出抑制の取り組みを実施 

・先進自治体への視察、自治基本条例講演会の開
催、庁内検討委員会および市民検討組織の設置等
による自治基本条例素案の策定に向けた取り組み 

・市民との協働によるまちづくりの
推進を図るための各種取り組みを実
施 

・徴収対策の強化や事務事業の見直しなど各
種経営基盤の強化、経営の健全化、事業の活
性化 

・上水道事業、下水道事業、宅地造成
事業、財団法人やしお生涯学習まちづくり
財団における経営基盤の強化、経営の
健全化、事業の活性化の取り組みを実施 

・戸籍、除籍、原戸籍の電算化運用の開始 

・携帯電話からの行政情報の提供 

・期日前投票所の増設 

・駅前出張所の開設による市民サービスの向上 

・市民参加型ミニ市場公募債の発行についての検討 

・学校評価制度の実施に向けた各種調査研究 
・新たに検討を進める課題について
の各種調査研究の取り組みを実施 

・市税、国民健康保険税のコンビニエンスス
トア納付の拡大 

・平成１９年人事院勧告に基づいた給与表の改正 

・指定管理者制度の対象となる施設
の制度導入の拡充 

・指定管理者制度導入（駅前保育所、八潮メ
セナ・アネックス）による市民サービスの向
上 

・係長級の職員に権限移譲できる事
務について検討 

・人事評価制度において、主任級以下の職員
の第２次評価者を係長級にすることを検討 

・職員定員管理の適正化、給与制度
の適正化の取り組みを実施 

・八潮市職員適正化計画に基づいた職員の削
減（職員定数を平成１８年度と比較し、１人純
減の６８２人とした。） 

・入札における公正の確保と透明性
の向上を図るための取り組みを実施 

・インターネットを通じて各業者が入札申請
手引きをダウンロードできるようになったこ
とによる印刷部数の削減および入札業者への
情報提供の拡大 

取り組み状況 取り組み成果 平
成
19
年
度 

行
政
改
革
の
取
り
組
み
成
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

　
市
で
は
、
事
務
事
業
の
整
理
合
理
化
や
職
員
定
員
管
理
の
適
正
化
、
財
政
の
健
全
化
な
ど
を
柱
と
す
る
「
第
３
次
八
潮
市
行

政
改
革
大
綱
・
八
潮
市
行
政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン
（
計
画
期
間
�
平
成
１７
年
度
か
ら
２２
年
度
ま
で
）」
を
策
定
し
、
最
少
の
経

費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
無
駄
の
な
い
効
率
的
な
行
政
の
実
現
の
た
め
、
各
種
改
革
・
改
善
事

項
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

「こんな街になったらいいな」─八潮の可能性とこれからの街づくり─ 
　これからのまちづくりを皆さんと一緒に考えるため「まちづくりシンポジウム」を開催します。 
皆さんの参加をお待ちしています。 
□日１１月２４日（休）　午後０時３０分～午後５時　□場八潮メセナホール、展示室 
□内◇基調講演　「これからの街づくり」 
窪田陽一さん（埼玉大学大学院教授、八潮市都市計画マスタープラン策定委員会委員長、八潮市景観まちづくり審議会会長） 
◇プレゼンテーション１　「八潮市都市計画マスタープラン（素案）の提案」 
松本暢子さん（大妻女子大学教授、八潮市都市計画マスタープラン策定委員会副委員長） 
◇プレゼンテーション２　「八潮らしい街並みづくりの提案」 
八潮街並みづくり１００年運動　連携５大学（茨城大学、神奈川大学、信州大学、東北工業大学、日本工業大学）からの八潮らしい
街並みの提案 
◇パネルディスカッション　「八潮の可能性とこれからのまちづくり」 
コーディネーター：窪田陽一さん 
パネラー：藤井さやかさん（筑波大学大学院講師、八潮市都市計画マスタープラン策定委員会委員） 
　　　　　坂牛卓さん（信州大学准教授） 
　　　　　いしなべふさこさん（絵本作家） 
　　　　　鈴木俊一さん（八潮市商工会会長、八潮市都市計画審議会会長、八潮街並みづくり１００年運動実行委員会会長） 
　　　　　多田重美八潮市長 


